
































































































































































































































































１、結 果 1００２１妻一こ9５ 1００
9８．２
9６．４
次の結果は，本研究の課題であるDroughts
がチームの勝敗に影響を及ぼしたかを示すもの
である。
ADroughtsの出現頻数と勝敗の関係に
ついて
勝ちチームと負けチームのDroughtsの出現
頻数は表３に示す通りである。１２ゲームのう
ち，勝ちチームのDroughtsが少なかったゲー
ムは８試合で，一方，負けチームが少なかった
ゲームは１試合だけであった。なお，Droughts
の同じゲームは３試合であった。
また，１ゲームあたりのDroughtｓ出現頻数
についてみると，勝ちチーム３．３±2.6回，負け
チーム4.6±1.7回であり,両者の間に有意な差
が認められた(Ｐ＜0.05)。なお，Droughts出現
頻数が同数であった３ゲームを除く９ゲームに
おいて，Droughtsの少ないチームの勝率は８８．
９％と高い値を示した。
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図１Droughtsの時間BＩ出現比率及び累積比率
勝ちチームのDrtughts累積時間が負けチー
ムより少ないゲームにおける勝率は，91.7％と
非常に高い値である。また，１ゲームあたりの
Droughtsの累積時間についてみると,勝ちチー
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あった。
Ｃ諸技術要因と勝敗の関係
表５は'８５ユニバーシアード大会の傾向を示
したものである。野投試投数は１チーム当たり
の平均は８５．２本であり，野投成功率は47.7％
であった。自由投成功率は34.3％で，全得点に
占める割合は20.9％であった。また，野投得点
で３ポイントの占める割合は17.9％であった。
ムでは８分であった。一方，負けチームでは１２
分であった｡勝ちチームと負けチームの問には，
１％水準で有意差が認められた。
また，図１において勝敗別にDroughtsの時
間別出現比率及び累積比率を示した。
Droughtsの時間別出現比率をみると，３分ま
でのDroughtsの出現比率は，勝ちチーム９５％
でほとんどを占めるが，負けチームは85.4％で
表５ １９８５ＫＯＢＥＵＮＩＶＥＲＳＩＡＤＥＢＡＳＫＥＴＢＡＬＬＴＲＥＮＤＳ
(AveragesandPersentagesareforBoｔｈＴｅａｍｓＰｅｒＧａｍｅ）
ＦＩＥＬＤＧＯＡＬＳ
(Ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ３
Ｐｉｎｔｅｒｓ）
ＡｔｔＭａｄｅＰｃｔ．
３－ＰＯｌＮＴＦＩＥＬＤＦＲＥＥＴＨＲＯＷＳＰＦＣｏｍｍｉｔｔｅｄＰＯＩＮＴＳＧＯＡＬＳ ＰＥＲＧＡＭＥ
ＡｔＬＭａｄｅＰｃｔ．Att・MadePct．
Ｇａｍｅ
1２130.361.847.4２０．３７．８３８．４４９34.370.0 5０．１ 164.2
ムレベルの差があるためと考えられる。
このDorughtsの累積時間に影響するのは，
１）Droughtsの出現頻度と，２）Droughtsの
継続時間の２つの変数である。両者は，ゲーム
において，Droughtsが長時間に及ぶと，出現頻
度が減るという相互関係が強い。ただ２，３分
のDroughtsの出現は，勝敗に関係なく起こる
と思われる。従って，ユニバーシアード神戸大
会の場合，４分以後のDroughtsは,勝ちチーム
５％，負けチーム13.6％の比率を示しているか
ら，ゲームに勝つためには，４分より長い
Droughtsの出現頻数を少〈する必要がある。
豊田21)，笈田'4)，鯛谷'7)，石川6)らは，それぞ
れ,女子日本リーグ,学生,オリンピックのゲー
ムを分析することによって一様に，負けチーム
の①リバウンドボールの獲得，②ミスプレイ
の頻度，③ショット成功率の効率が低いとい
う報告をしている。これらは，Droughtsを引
き起こす重要な要因であると考えられる。
Droughtsの出現頻数，累積時間が,勝ちチーム
と負けチームの間に有意な差が認められたこと
は，明らかに上記の要因がマイナスに働いたた
めにもたらされたものと考えられる。Droughts
の出現頻数の多いチームがゲームに負ける危険
Ⅳ考察
ゲーム中に出現するDroughtsは,表３，４に
示された結果から，ゲームの勝敗にかなり顕著
な影響がでてくることがわかった。それは，勝
ち負け両チームにみられた統計的な有意な差異
から明らかである。
Droughts頻数が同じで勝っているチームに
ついてみてみると，結果において示したデー
ターより,Droughtsはゲームの勝敗に影響する
重要な変数であると推測される。
Traywick18)は，ＮＣＡＡのディビジョンＩ
チームの２２ゲームを対象に，Droughtsの出現
頻数と累積時間の分析を行い,Droughts出現頻
数の少ないチームが,２２ゲーム中１５ゲーム,つ
まり６９％ゲームに勝って，Droughtｓ累積時間
の少ないチームは,９０％勝ったと報告している。
本研究における,Droughtsの出現頻数が少なく
て勝ったゲームと,Droughtsの累積時間が少な
くて勝ったゲームはTraywickの報告より高
い値，（88.9％，91.7％)を示した。これはおそ
らく，同じディビジョンＩチームを対象にし
たゲームとユニバーシアード選手権大会のゲー
石村・青木・中：バスケットボールにおけるDroughtsがゲームの勝敗に及ぼす影響 123
性が高く，Droughtsの累積時間が少ないチーム
は，勝つ確率が高いことが推測される。しかし，
１ゲームだけではあったが,Droughtsの出現頻
数，累積時間のどちらも，負けチームが少ない
試合があった。その原因としては，勝ちチーム
のDroughtsの間での,野投成功率は低いが,オ
フェンスのリパウンドの獲得回数は，相手チー
ムを上回っていることがあげられる。Droughts
の間での敵チームの得点は，勝ちチームが
Droughtsの出現頻数３回,累積時間７分のうち
に，負けたチームは８得点あげたのに対して，
負けチームは，Droughtsの出現頻数１回，累積
時間２分のうちに，勝ちチームは６得点もして
いるのである。これについて，石村7)は，時間経
過と各技術要因の現れ方の分析を行い，両チー
ムの間に得点の差が開き始める時間帯には，負
けチームに多くのファウルが出現していると報
告している。また，全日本学生選手権と全米学
生選手権のバスケットボールゲーム8)を対象
に，ゲームの勝敗について考察した結果，リバ
ウンドの強弱が勝敗を決する要因としてあげて
いる。これらの場合は，トランジションの終わ
りがショットミスであっても，オフェンスリバ
ウンドを獲得するか，もしくは，相手チームの
ファールにより自チームのスローインで攻撃が
継続する。従って，Droughtsが生じている時間
帯は，常に自チームがボールを保持しているこ
とも可能なのである。以上の条件がそろったと
きにのみ,Droughtsの累積時間が相手チームよ
り多くても勝つ場合があると推測される。また，
このユニバーシアードでは，自由投成功率が
69.5％という高率であり，１チームの７試合で
の平均得点率が821％であったことから，ディ
フェンスよりもオフェンスを中心にゲームが展
開されたと考えられる。Researchcommittee
reportl986～８７のＮＣＡＡシーズンの自由投
成功率が68.6％，平均得点７２．６と報告してい
る'0)。ユニバーシアード大会とＮＣＡＡデイビ
ジョンＩでは自由投成功率はほぼ同じである
が，１ゲームあたりの得点に差がある。これは
ＮＣＡＡがディフェンス中心にゲームが組み立
てられていると考えられる。野投試投数はユニ
バーシアードの方が多いが確率は変わらない。
これはユニバーシアードはアウトサイドの攻撃
が中心であるのに対して,ＮＣＡＡはインサイド
の攻撃で確実に得点していこうとするためであ
ると考えられる。また１ゲームあたり３ポイン
トゴールの試投数は，ユニバーシアードでは
20.3本，ＮＣＡＡデイビジョンＩは１８．０本，ま
た，３ポイントゴールパーセンテージは，ユニ
バーシアード38.4％，ＮＣＡＡデイビジヨン1
38.6％とほぼ同じ値を示している。ｌゲームあ
たり２０試投は，３ポイントフィールドゴールが，
ゲーム戦略の一部分となりうることを示してい
る。
今後は，本研究で用いられた資料の助成と，
Droughtsがゲームの結果に影響することをよ
り明確にするため，さらに研究をすすめていく
必要があるものと考えられる。
約Ｖ要
本研究の目的は，バスケットボールのゲーム
中出現するDroughtsが勝敗に及ぼす影響を明
らかにすることである。1985年ユニバーシアー
ド神戸大会における男子１２ゲームを対象に
ＰｌａｙｂｙＰｌａｙＧａｍｅＳｈｅｅｔｓを用いてDroughts
を算出し，ゲームの勝敗を検討した。主な結果
をまとめると以下のとおりである。
１)Droughtsの出現頻数の少ないチームの勝
率は88.9％であった。勝ちチームと負けチーム
の間に５％水準で有意差が認められた。
２)Droughtsの累積時間の少ないチームの勝
率は91.7％と高く，勝ちチームと負けチームの
間には，１％水準で有意な差異が認められた。
３)Droughtsの時間別出現頻数よりみると２
～３分の短いDroughtsの出現は勝敗に関係な
く起こるが，４分以上の長いDroughtsの出現
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11）中村栄太郎・松浦義行「ボールゲームにおけるチー
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について－｣体育学研究１６－３．ppl71-181.1971.
12）西島尚彦・松浦義行・大沢清二「パレーポーノレゲー
ムにおけるチームパフォーマンスの決定因子とそ
の勝敗との関連」体育学研究３０－２．ｐｐ､161-171.
1985.
13）笈田所治・島田三千男「バスケットボールの試合内
容の分析」体育学研究，１３－５．ｐ252.1969.
14）笈田所治・島田三千男・水谷豊「バスケットボー
ルの試合内容の分析(第２報)体育学研究，１４－５．
ｐ､304.1970.
15）杉山允宏「柔道のゲーム分析一年齢，層別試合を中
心として」中国，四国教育学会編教育学研究紀要，
１７．ｐｐ､111-173.1972.
16）戸苅晴彦「サッカーのゲーム分析一リアルタイム処
理による｣体育の科学，３６－９．pp699-703.1986
17）鯛谷隆・笠井恵・多和健雄「東京オリンピック
パスケットポールゲームスの一考察一ショットの
位置とリバウンド獲得数について」体育学研究，
１０－２．ｐ258.1966.
18）Traywick.Ｊ､，."BasketballResearch"Droughtｓ；
TheinnuenceandeffectofMomentumon
WinningandLosinginBasketball，，The
BasketballBulletin，ｐｐ３３－３５・Winter1985.
19）椿本昇三・坂田勇夫・阿江通良「水球のゲーム分析
一ＤＬＴ法による」体育の科学，３６－９．ｐｐ
712-716.1986.
20）鶴岡英一･福原漆三「サッカーのゲーム分析（１）」
体育学研究，９－２．ｐｐ､39-42.1965.
21）豊田治視･石川俊夫･植村典昭･岡田泰士「バスケッ
トボールにおけるリバウンドボール，ミスプレイの
分析的研究一第６回バスケットボール日本リーグ
女子後期開幕戦高松大会」日本体育学会第24回大会
号．ｐ､361.1973.
22)吉井四郎「スポーツ作戦講座「バスケットボール｣」
不味堂．ｐ37-75.1969.
'よゲームの勝敗に及ぼす影響がみられた。
以上の結果により，バスケットボールの試合
中Droughtsがゲームの勝敗にどのようにかか
わっているかなどを検討する上で基礎的資料を
提供することができると考えられる。
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